
18 - 16
26 - 7
27 - 20

Ｃ 21 - 23
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 1 3 2 2 1 1 1 2 0 0 0 0
3 * 0 0 1 2 1 2 0 1 2 3 1 2 1 0
4 * 1 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
6 0 1 4 5 8 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
7 * 0 0 11 20 0 0 2 4 6 10 1 4 0 0
10 * 1 2 1 3 0 0 2 0 2 2 1 1 1 0
14 0 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
18 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
20 0 0 0 4 6 0 0 2 0 5 5 2 0 0 0
21 * 0 0 3 6 0 0 2 1 3 4 0 1 0 1
23 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
24 0 1 2 1 2 0 0 1 0 2 2 0 0 1 0
35 0 0 0 1 2 0 0 1 1 3 4 0 9 2 0
41 0 0 0 7 7 0 0 0 3 3 6 0 3 3 0
55 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 2 1 0 0

0 0 0 0 0
5 14 37 67 3 4 12 13 27 40 8 26 9 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 3 5 0 0 1 0 1 1 1 2 0 1
12 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3 3 2 1 0 0
13 0 1 1 2 5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
14 * 0 2 3 7 2 2 2 3 0 3 3 2 0 0
15 * 1 1 1 4 0 0 1 1 3 4 1 2 1 0
17 0 0 1 1 4 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0
23 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 2 1 0
24 * 0 0 6 15 4 8 1 3 3 6 2 1 0 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 0 0
32 0 0 0 1 1 2 2 1 0 1 1 0 0 0 0
55 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
91 * 0 3 6 13 0 0 0 2 7 9 3 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 9 26 59 8 12 7 11 22 33 14 12 3 1

RATE 22.2% 44.1% 66.7%

Team / Coach: 坂田 航樹 -
合　　　計 66 200

0 - -
0 - -

太田 麗嗣 12 33
0 - -

平 祥一 4 5
山内 晨伍 2 3

冠野 裕大 16 32
高木 健輔 0 5

飛田 拓海 2 18
黒崎 穂高 2 8

長谷 保範 8 27
藤本 大仁 5 25

上野 亮佑 2 15
長野 航平 7 7

ST BS MIN

岸本 涼太 6 22

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 92 200
RATE 35.7% 55.2% 75.0%

甲斐 将吾 0 7
Team / Coach: 加賀美 伸彰

村井 大陸 2 16
野見 悠人 14 19

東 大洋 0 3
万久里 光司ジョエル 5 8

中島 海里 8 23
田邉 陸也 6 13

岩坪 康太朗 5 6
辻 耀平 2 5

古村 健一 22 27
右田 卓也 5 13

永塘 哲生 3 17
柳原 功希 13 18

MIN

宇治田 健郎 4 11
下田 忠至 3 14

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

記録 関西学生バスケットボール連盟

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

戦評
【総括】
大会5日目第4試合は勝ち点3同士の同志社大学と大阪大学の両者共負けられない対戦。試合は前半後半ともに、
同志社が主導権を握り、大阪大が終始同志社を追いかける展開となった。大阪大は前半に付けられた点差を縮める
ことができず、同志社が勝利を収めた。
【第一ピリオド】
第1ピリオドは開始から両チームとも得点を重ねるが、大阪大#91太田、#14長谷の得点により大阪大学がリードを広げ
たかのように思われた。しかし、対する同志社も#7古村のインサイドプレーをを中心に大阪大のリードを許さない。同
志社#10右田の3Pシュートが決まり同志社が4点のリードを奪い、同志社はディフェンスがきっかけで勢いが増し、18-
16で同志社2点リードで第2ピリオドを迎える。

【第二ピリオド】
第2ピリオドは開始から大阪大#24冠野がゴール下シュートを決め、点差は0からのスタート。このシュートから大阪大
が流れを掴んだと思われたが、同志社#6柳原の３Pシュート、#7古村のゴール下シュートが連続して決まりじわじわと
点差が開き始める。さらに、同志社#41野見が堅実な守りからオフェンスファウルをもらい、同志社が一気に流れを掴
む。大阪大も必死に食らいつくが、なかなか得点が決まらず、点差が14点になったところでたまらずタイムアウトを要
求。タイムアウト後も同志社の勢いは止まらず、#14岩坪のミドルシュートと3Pシュートにより点差をさらに21点まで広
げ、44-23で折り返す。

【第三ピリオド】
第3ピリオドも同志社大の勢いはとどまることを知らず、点差はほぼダブルスコア。大阪大も＃24冠野のゴール下を中
心に必死の攻撃を仕掛けるが同志社#7古村の3連続得点を止められず、同志社の流れを切ることができない。中盤
から点の取り合いとなり両チームとも得点を伸ばし、点差はなかなか縮まらない。残り1分を切ったところで同志社#41
野見のスティールから＃35村井のシュートが決まり、同志社が連係プレーを見せる。大阪大はこのピリオド点差を縮
めることができず、43-71で同志社リードで最終ピリオドへ。

【第四ピリオド】
最終ピリオドは同志社#6柳原の2本連続の速攻プレーで、さらに勢いを増す。大阪大も果敢に3Pシュートを狙うが、同
志社の安定したシュートを防ぐことができない。
大阪大は攻守ともに#13長野を中心に最後の粘りを見せるが前半の点差を返すことはできず、92-62で同志社の勝
利。

主審 川井 剛 副審 藤田 公介 戦評 半田 海里(神院大)

大阪大学開始時間 15:00
会　　場 桃山学院大学
コ ー ト 勝ち点 4 勝ち点 3試合ＮＯ 224

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

92 66

敗チーム

試 合 日 2017.09.23
同志社大学


